
熊本地震におけるアスベスト対策

アスベストの飛散防止

防じんマスクの提供

○ アスベストの飛散・ばく露防止について応急的に現場で取るべき
行動等の情報を関係省庁、地方自治体へ情報提供 (4月18日)

○ 解体時のアスベスト飛散防止対策について、環境省の「災害時に
おける石綿飛散防止に係る取り扱いマニュアル」（平成19年8月）
に沿った対応を行うよう、熊本県･熊本市等に通知し、熊本県から
も県内市町村や関連団体に通知（4月20日）。

○ 熊本県及び熊本市が、応急危険度判定の結果を踏まえて、被災建
築物のアスベストの使用状況を調査（4月28日～）。

○ 厚労省と連名で、解体工事等におけるアスベストの飛散防止につ
いて通知（5月23日）。

○ (公社)日本保安用品協会を通じて、ボランティア、被災住民用
に防じんマスク(計24,000枚)を熊本県に送付（4月26日～）。

○ 防じんマスクの着用方法や、被災地において活動するボラン
ティア等の防じんマスク着用の徹底について熊本県に通知（4月
22日）

○ 厚生労働省（熊本労働局を通じて防じんマスク等を配布）とも
連携。
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